
                                  対処すべき方向性（重点化の考え方）                         重点施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇地域・企業等との連携強化と役割分担 
 
 
 
 
 
 
 
〇地域の意見を反映させる仕組みづくり 

〇学校と地域をつなぐ人材の確保・育成 

〇学校だけで解決困難な諸課題の急増 

○教員の多忙化の更なる進行 
 
 
 
 
 
 
○小規模校再編への地域の様々な意見 

○地域活性化に貢献する担い手不足 

〇再編整備以外の多様な選択肢の提示 

〇公立・私立高校の win-win の関係の構築 

 
 
 
 
 
〇小規模校の教育内容を充実させる具体的手法 

〇ＩＣＴ活用による学校間連携等の推進 

 

〇多様な学びを生む環境の整備が必要 

〇私立高校の授業料の実質無償化 
 
 
 
 
 
 
〇人口減少、過疎化の急激な進行 

〇ＩＣＴによる距離を超えた学びの可能性 

 

〇生徒一人ひとりに応じた効果的な学習 

〇これまでの学びと先端技術の組み合わせ 
 
 
 
 
 
 
〇探究学習・地域と連携した学習の推進 

〇「well-being」実現に向けた担い手育成 

静岡県立高等学校における今後の在り方検討 

過去から現在 高等学校の多様な在り方の方向性 将来像 
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〇コロナ禍等による変化や不確実性 

○ＩＣＴを活用した授業の日常化 
 
 
 
 
 

〇国際的・地球的課題への意識の高まり 

○個人や社会が望む未来(well-being)

に向け行動できる人材が必要 

状況の変化 


